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農業委員会は、８月18日から新体制がスタートしました！
　横浜市中央・南西部の両農業委員会にて、第１回総会が８月18日に開催され、農業委員33人が任命、
農地利用最適化推進委員30人が委嘱されました。
　多種多様な都市農業が営まれる横浜において、今後も優良農地の確保や農地の有効利用、新規就農者をは
じめとする担い手の支援などを進めるうえで、農業委員会の役割はますます重要性が高まっています。
　これからも両委員会が連携を取りながら、横浜の農業の魅力を多くの方に感じてもらうとともに、市内農
業の発展のため取り組んでいきます。

※１ 　両委員会ともに、「利害
関係を有しないもの」が１
人ずつ含まれております。

※２ 　中央は２つ、南西部は３
つの担当区域を定め、募
集・選定を行いました。

農業委員※1 農地利用最適化推進委員※2 合計
中 央 農 業 委 員 19人 19人 38人
南西部農業委員会 14人 11人 25人

◉委員数

●農業委員会の新体制がスタート　　　●委員紹介　　　　　　　 ●会長あいさつ
●横浜市からのお知らせ　　　　　　　●表紙写真インタビュー
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～よこはま農委だよりは農家の皆様の農政活動協力金により作られています～

　昔ながらの横浜の田園風景が色濃く残っている青葉区の寺家ふるさと村で撮影しました。たわわに実った柿と刈り
取りが終わった稲が豊作を物語っていました。最近では珍しい掛け干しによる自然乾燥をしており、天日と風の力で
良く乾燥して一段と美味しいお米が収穫されたことでしょう。

発行●横浜市中央農業委員会／〒224‒0032横浜市都筑区茅ケ崎中央32‒1（都筑区総合庁舎4階） ☎ 045-948‒2475　 FAX  045‒948‒2488
　　　横浜市南西部農業委員会／〒244‒0003横浜市戸塚区戸塚町16‒17（戸塚区総合庁舎8階） ☎ 045‒866‒8495　 FAX  045‒862‒4351

表紙写真インタビュー（元中央農業委員会　農地利用最適化推進委員　𠮷濱　勝さん）

横浜市からのお知らせ横浜市からのお知らせ

３０年経過事由での買取申出を受け付けられるのは、
令和５年12月25日以降です。1

2 買取申出の際には事前相談が必要です。
また、事前相談等には横浜市電子申請・届出システムでの予約が必要です。

3 事前相談等の詳細は横浜市ホームページをご確認ください。

平成５年指定の生産緑地のうち
特定生産緑地の指定を受けない土地をお持ちの方へ

問合せ：環境創造局　農政推進課　生産緑地担当　☎０４５－６７１－２７２６

指定から30年経過しても、生産緑地の指定は自動では外れません！
指定を外すには、別途手続（買取申出）が必要です。

横浜市　生産緑地　買取申出
横浜市ホームページ
生産緑地の買取申出についてはこちらの
二次元コードからもアクセスできます！

会長あいさつ

中央農業委員会
会長　⻆田　昇

南西部農業委員会
会長　北村　豁

　このたび中央農業委員会第８期の
会長に就任しました角田昇と申しま
す。
　本市では生産緑地の指定から３０
年を迎えた農地における、特定生産緑
地への指定が順調に進んでいます。対

象となる農地をお持ちの方には手続きの案内が順次送付され
ておりますので、窓口での早めの相談をお願しています。
　中央農業委員会管内では、まとまった面積の生産緑地で相
続税納税猶予制度の適用を受ける農家の方が増えています。
これは農業者や市民の皆様に都市の中に有るべき緑地空間と
いう生産緑地の役割が理解されてきた成果だと思われます。
　当農業委員会は３８名の委員と事務局の職員が協力して、
横浜の農業が末永く続く様に努力したいと思っています。皆
様と関係機関の御協力をお願い申し上げます。

　改選に伴う新体制がスタートし、引
き続き会長の重責を担うことになり
ました。
　農業委員会の使命は、良好な農地の
保全と担い手の育成ですが、横浜の都
市農業は、担い手の高齢化等により厳

しい状況にあります。都市部の農地は、食料生産の場として
だけでなく、人々の心をいやす貴重な都市空間であり、街づ
くりには欠かせない場所です。
　この空間を後世に残していくためのひとつの取り組みとし
て、昨年は、私の担当地区で新規参入者や地域の農業者等に
よる懇談会を開催しました。そこでは、新たな担い手たちの
想いを共有することができました。
　農業者の代表として、横浜の農業がより魅力的なものにな
るよう微力ではありますが努めてまいります。皆様方の御理
解と御協力をお願い申し上げます。


